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第
一
節

織
田
政
権
の
登
場

第
一
項

織
田
信
長
の
伊
勢
攻
め

織
豊
政
権
と
そ
の
時
代

織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
が
登
場
し
、
政
治
を

行
な
っ
た
時
期
を
織
田
・
豊
臣
政
権
期
・
織
豊
期
、
も
し
く
は
織
田
・

豊
臣
時
代
と
称
し
て
、
大
き
な
時
代
の
画
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
時
期
は
、
今
ま
で
の
戦
乱
の
世
が
収
ま
っ
て
世
の
中
が
安
定
し
、
新

た
な
政
治
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
強
力
な
厳
し
い
支
配
に
よ
っ
て

民
衆
は
抑
圧
さ
れ
、
戦
国
期
の
よ
う
な
下
剋
上
な
ど
は
み
ら
れ
な
く
な

る
。
一
方
、
強
大
な
権
力
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
経
済
力
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
の
来
航
な
ど
も
あ
り
、
豪
華
・
壮
大
な
新
た
な
文
化
も
形
成
さ

れ
た
。

織
田
信
長
は
、
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
尾
張
国
（
愛
知
県
）
守
護

代
の
三
家
老
の
一
人
で
あ
る
織
田
信
秀
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
信
秀

死
後
嫡
男
と
し
て
尾
張
統
一
を
進
め
た
。
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
美

濃
国
（
岐
阜
県
）
を
制
圧
し
、
翌
十
一
年
（
一
五
六
八
）
足
利
義
昭
を

奉
じ
て
上
洛
し
て
義
昭
を
将
軍
に
就
任
さ
せ
、
室
町
幕
府
を
再
興
し
た
。

元
亀
四
年
（
天
正
元
年

一
五
七
三
）
義
昭
を
追
放
し
、
天
下
統
一
を

進
め
る
が
、
そ
の
志
半
ば
で
、
同
十
年
（
一
五
八
二
）
の
本
能
寺
の
変

で
没
し
た
。

豊
臣
秀
吉
は
、
尾
張
国
の
百
姓
の
家
に
生
ま
れ
、
信
長
に
仕
え
て
そ

の
家
臣
と
し
て
成
長
し
て
い
く
。
信
長
死
後
、
織
田
家
の
旧
勢
力
を
抑

え
て
勢
力
を
拡
大
し
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
関
白
、
翌
十
四

年
（
一
五
八
六
）
に
太

政
大
臣
に
就
任
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
権

だ
い
じ
ょ
う

威
を
背
景
に
天
下
統
一
戦
争
を
進
め
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
に

全
国
統
一
を
成
し
遂
げ
た
。
そ
の
後
朝
鮮
侵
略
戦
争
を
進
め
る
が
、
そ

の
途
中
で
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
死
去
す
る
。

こ
う
し
た
全
国
統
一
を
行
な
う
強
力
な
権
力
が
登
場
す
る
な
か
、
亀
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山
市
域
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
織
豊
権
力

と
亀
山
市
域
の
関
わ
り
を
以
下
に
み
て
い
く
。

織
田
信
長
の
北
伊
勢
侵
攻

永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
八
月
十
五
日
、

織
田
信
長
は
斎
藤
龍
興
が
籠
も
る
美
濃
国
稲
葉
山
（
岐
阜
県
岐
阜
市
）
を

た
つ
お
き

こ

攻
め
落
と
し
た
。
龍
興
は
美
濃
か
ら
か
ら
長
島
（
桑
名
市
長
島
町
）
に
逃

れ
、
信
長
は
追
撃
す
る
た
め
に
長
島
を
攻
め
、
十
八
日
に
は
長
島
か
ら
火

の
手
が
上
が
っ
た
と
い
う
（
「
信
長
記
」
・
「
紹
巴
富
士
見
道
記
」
）
。
こ
こ

じ
ょ
う
は

か
ら
信
長
の
伊
勢
攻
め
が
始
ま
っ
た
。
二
十
二
日
に
は
河
曲
郡
（
鈴
鹿
市

か
わ

わ

周
辺
）
で
も
煙
が
立
ち
上
る
。

十
一
月
九
日
、
織
田
信
長
に
対
し
て
正
親
町
天
皇
の
綸
旨
が
出
さ
れ
、

お
う
ぎ
ま
ち

り
ん

じ

尾
張
・
美
濃
平
定
を
賀
し
、
天
皇
家
領
の
回
復
を
願
い
、
信
長
を
「
古
今

無
双
之
名
将
」
と
讃
え
た
（
「
立
入
宗
継
文
書
」
）
。
同
月
十
三
日
に
は
天

た
た

た

て

り

皇
家
領
奄
芸
郡
栗
真
荘
（
津
市
河
芸
・
栗
真
）
の
年
貢
未
進
の
解
決
を
、

あ
ん

き

長
野
氏
の
家
臣
斎
藤
三
郎
右
衛
門
尉
・
河
北
内
匠
助
に
求
め
て
い
る

た
く
み
の
す
け

（
「
晴
右
記
」
）
。
時
期
か
ら
考
え
る
と
、
現
在
の
津
市
北
部
の
地
ま
で
信

は
れ
み
ぎ

長
の
攻
撃
が
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

長
島
に
は
本
願
寺
の
一
族
寺
院
願
証
寺
が
存
在
し
た
（
写
真

）
。
信

156

長
の
伊
勢
攻
め
に
遭
遇
し
た
連
歌
師
の
里
村
紹
巴
は
、「
一
向
念
仏
坊
主
」

の
城
が
攻
め
ら
れ
「
白
日
の
ご
と
く
」
炎
上
し
た
と
記
し
て
い
る
（
「
紹

巴
富
士
見
道
記
」
）。
し
か
し
、
大
坂
の
本
願
寺
宗
主
顕
如
は
十
一
月
七
日

け
ん
に
ょ

に
信
長
に
書
状
を
遣
わ
し
、
美
濃
・
伊
勢
両
国
の
平
定
を
賀
し
信
長
の
上

洛
の
意
向
を
歓
迎
し
て
い
る
（
「
顕
如
上
人
文
案
」
）
。
紹
巴
の
つ
か
ん
だ

情
報
が
誤
り
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
願
証
寺
が
本
山
か
ら
一
定
程
度
独

立
し
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
本

願
寺
に
と
っ
て
こ
の
段
階
で
は
、
信
長
と
の
全
面
対
決
は
想
定
外
の
こ
と

だ
っ
た
。

織
田
信
長
の
侵
攻
と
亀
山
市
域

こ
の
こ
ろ
、
現
在
の
亀
山
市
域
が
ど
の

様
な
状
況
だ
っ
た
の
か
を
伝
え
る
同
時
代
に
記
さ
れ
た
史
料
は
、
今
の
と

こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
江
戸
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
「
北

畠
物
語
」
や
「
勢
州
軍
記
」
な
ど
の
軍
記
物
か
ら
考
え
る
し
か
な
い
（
史
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～

）。

881

884
こ
れ
ら
軍
記
物
に
よ
る
と
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
二
月
信
長
は

既
に
平
定
し
て
い
た
現
在
の
桑
名
市
や
四
日
市
市
周
辺
の
侍
た
ち
を
引
き

連
れ
、
さ
ら
に
南
へ
兵
を
進
め
た
ら
し
い
。
こ
の
時
、
神
戸
城
（
鈴
鹿
市

か

ん

べ

神
戸
）
に
籠
も
っ
て
い
た
神
戸
具
盛
は
信
長
に
す
ぐ
に
帰
順
し
た
。
そ
の

こ

と
も
も
り

際
、
養
子
と
し
て
信
長
の
子
息
信
孝
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
信
孝
は
信
長

の
三
男
で
、
当
時
一
一
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
信
孝
の
傅
役
と
し
て
幸

も
り
や
く

田
彦
右
衛
門
や
岡
本
良
勝
ら
が
信
長
か
ら
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
岡
本
良

勝
は
、
後
に
亀
山
城
主
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
信
孝
は
幼
少
で
あ
っ
た
が
、

背
後
に
信
長
が
存
在
し
て
お
り
、
具
盛
や
家
臣
た
ち
は
信
孝
に
従
わ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
時
亀
山
市
域
の
関
氏
・
峯
氏
・
鹿
伏
兎
氏
、
鈴
鹿

か

ぶ

と

の
国
府
氏
ら
も
与
力
と
し
て
信
孝
の
与
力
と
な
っ
た
ら
し
い
。

こ

う

し
か
し
、
関
信
盛
は
す
ぐ
に
は
信
長
に
従
う
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
信
長
は
関
氏
を
攻
撃
す
る
こ
と
な
く
、
安
濃
津
（
津
市
中
心
部
）

あ

の

つ

へ
向
か
い
、
長
野
具
藤
を
攻
め
た
。
こ
の
時
、
長
野
氏
を
支
え
て
い
た
分
部

と
も
ふ
じ

わ

け

べ

氏
や
川
北
氏
は
す
ぐ
に
裏
切
り
、
長
野
氏
の
名
跡
を
絶
や
さ
ず
立
て
る
な

ら
ば
、
他
の
諸
勢
力
も
帰
順
す
る
だ
ろ
う
と
信
長
に
進
言
し
た
。
信
長
は

そ
の
進
言
を
受
け
入
れ
、
弟
織
田
信
包
を
長
野
藤
定
の
娘
を
娶
っ
て
長
野

の
ぶ
か
ね

め
と

氏
の
名
跡
と
定
め
た
と
こ
ろ
、
雲
林
院
氏
・
草
生
氏
・
家
所
氏
・
細
野

う

じ

い

く

さ

わ

氏
・
中
尾
氏
・
乙
部
氏
な
ど
津
周
辺
の
勢
力
は
信
長
に
従
っ
た
と
い
う
。

な
お
、
長
野
具
藤
は
南
伊
勢
の
北
畠
氏
の
も
と
に
逃
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
な
か
、
よ
う
や
く
関
氏
は
信
長
に
従
っ
た
。
関
氏
も
峯
氏

と
と
も
に
神
戸
信
孝
の
麾
下
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
。

き

か

こ
れ
ら
の
軍
記
物
の
記
載
は
同
時
代
の
史
料
で
確
認
で
き
な
い
が
、
前

後
の
同
時
代
史
料
と
齟
齬
す
る
こ
と
が
な
く
、
お
お
む
ね
事
実
に
近
い
も

そ

ご

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
関
氏
が
信
長
に
従
わ
な
か
っ
た
の
は
、
近
江

国
（
滋
賀
県
）
を
統
治
す
る
六
角
氏
と
の
関
係
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
六
角
氏
は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
一
五
五
五
）
ご
ろ
か
ら
、
北

伊
勢
に
出
兵
を
行
な
い
、
ま
た
北
伊
勢
の
有
力
者
梅
戸
氏
に
養
子
を
送
り

う

め

づ

込
む
な
ど
、
鈴
鹿
峠
を
越
え
て
北
伊
勢
一
帯
に
影
響
を
与
え
る
存
在
と
な
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っ
て
い
た
。
し
か
し
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
九
月
信
長
は
近
江
国

に
侵
攻
し
て
六
角
氏
は
追
放
さ
れ
た
。
関
氏
の
信
長
へ
の
恭
順
は
六
角
氏

の
追
放
と
時
期
が
前
後
し
て
お
り
、
六
角
氏
と
の
関
係
が
消
滅
し
た
こ
と

を
ふ
ま
え
て
の
行
動
と
考
え
ら
れ
る
。

織
田
信
長
の
南
下
と
伊
勢
国
の
支
配

永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
、
再

度
信
長
は
伊
勢
に
出
兵
し
、さ
ら
に
南
下
し
て
北
畠
氏
と
対
す
る
。阿
射
賀

あ

ざ

か

（
松
阪
市
）
・
大
河
内
（
同
）
な
ど
南
伊
勢
の
北
畠
氏
の
本
拠
地
を
攻
撃

お

か

わ

ち

し
、
北
畠
氏
も
制
圧
し
た
。
そ
し
て
、
息
子
の
信
雄
を
北
畠
氏
に
養
子
と

の
ぶ
か
つ

し
て
入
れ
る
。

信
雄
は
信
長
の
次
男
で
、
生
母
が
異
な
る
三
男
信
孝
と
同
年
生
ま
れ
で

あ
っ
た
。
幼
年
は
茶
筅
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
北
畠
家
養
子
と
な
っ
て
元
亀

ち
ゃ
せ
ん

二
年
（
一
五
七
一
）
に
北
畠
具
教
の
娘
と
婚
姻
を
結
ぶ
。
翌
三
年
（
一
五

と
も
の
り

七
二
）
元
服
し
て
北
畠
具
豊
を
名
乗
り
、
同
年
北
畠
家
の
家
督
継
承
を
す

と
も
と
よ

る
。
そ
し
て
、
翌
四
年
（
一
五
七
三
）
北
畠
一
族
を
粛
清
し
て
旧
北
畠
の

勢
力
を
完
全
に
掌
握
し
た
。

信
孝
も
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
ご
ろ
か
ら
神
戸
具
盛
と
の
関
係
が
悪

化
す
る
。
信
長
は
、
信
孝
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
と
し
て
、
翌
二
年
（
一

五
七
一
）
正
月
近
江
国
日
野
に
年
始
に
訪
れ
た
具
盛
を
、
突
然
幽
閉
し
て

隠
居
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
神
戸
家
も
信
孝
が
当
主
に
な
り
、
今
ま
で
神
戸

家
に
仕
え
て
い
た
諸
侍
一
二
〇
人
も
流
浪
し
た
と
い
う
（
「
北
畠
物
語
」「
勢

州
軍
記
」
他
）
。

こ
の
よ
う
に
、
信
長
は
戦
国
期
伊
勢
国
で
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
た
北

畠
・
神
戸
・
長
野
氏
を
配
下
に
入
れ
、
次
男
信
雄
・
三
男
信
孝
・
弟
信
包

か

ん

べ

の
ぶ
か
ね

と
い
う
一
族
を
配
し
て
、
伊
勢
国
を
織
田
政
権
下
に
収
め
た
。
し
か
し
、

各
地
に
群
拠
す
る
在
地
の
領
主
な
ど
は
、
織
田
政
権
の
配
下
と
な
っ
て
も

そ
の
ま
ま
そ
の
支
配
地
に
居
住
し
た
。
亀
山
市
域
の
関
氏
・
峯
氏
・
鹿
伏

兎
氏
な
ど
も
、
織
田
政
権
の
入
部
で
滅
亡
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
存

続
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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第
二
項

織
田
政
権
と
関
盛
信

織
田
政
権
下
の
亀
山
の
領
主
た
ち

織
田
信
長
に
よ
っ
て
伊
勢
国
は
制
圧

さ
れ
、
亀
山
市
域
の
関
氏
・
峯
氏
・
鹿
伏
兎
氏
ら
も
織
田
信
孝
に
属
す
る

か

ぶ

と

こ
と
と
な
り
、
織
田
政
権
に
よ
る
統
治
が
始
ま
っ
た
。
関
氏
ら
は
基
本
的

に
は
従
来
ど
お
り
領
主
と
し
て
存
続
し
こ
の
地
域
で
勢
力
を
維
持
し
て
い

た
。織

田
家
の
配
下
と
な
っ
た
関
氏
ら
は
、
織
田
政
権
と
の
関
係
を
密
接
に

保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）

と
思
わ
れ
る
正
月
二
十
八
日
付
の
関
盛
信
へ
の
織
田
信
長
礼
状
（
史

）
890

に
み
え
る
よ
う
に
、
年
始
の
挨
拶
に
関
盛
信
が
太
刀
や
馬
を
贈
答
し
て
い

る
。さ

ら
に
、
在
地
の
領
主
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
従
来
の
権
益
を

保
つ
た
め
に
は
、
織
田
政
権
へ
の
奉
公
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
永
禄
十
三
年
（
元
亀
元
年

一
五
七
〇
）
正
月
二
三
日
、
織
田
信
長

は
将
軍
足
利
義
昭
に
五
か
条
の
条
々
を
示
し
て
「
天
下
の
儀
信
長
に
任
せ

置
か
る
」
と
実
質
的
な
天
下
統
治
を
義
昭
に
認
め
さ
せ
（
成
簣
堂
文
庫
所

せ

い

き

蔵
文
書
）
、
同
時
に
諸
大
名
に
上
洛
要
請
を
行
な
う
。
こ
れ
は
、
当
時
進

め
ら
れ
て
い
た
御
所
の
修
理
と
室
町
幕
府
へ
の
慶
賀
が
目
的
で
あ
っ
た

が
、
信
長
へ
の
帰
順
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
（
播
磨
二
〇
一
〇
年
）
。
二

月
に
諸
大
名
た
ち
は
上
洛
す
る
が
、
こ
の
時
北
畠
具
政
と
と
も
に
北
伊
勢

と
も
ま
さ

の
在
地
領
主
た
ち
も
参
列
し
て
い
る
（
「
二
条
宴

乗

記
」
）
。
お
そ
ら
く
こ

え
ん
じ
ょ
う

の
中
に
関
や
峯
な
ど
の
亀
山
市
域
の
者
た
ち
も
同
行
し
た
と
思
わ
れ
、
織

田
政
権
か
ら
の
こ
う
し
た
要
請
に
は
絶
え
ず
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

関
盛
信
の
謹
慎

関
氏
は
織
田
政
権
に
仕
え
て
い
た
が
、
太
刀
な
ど
を
贈

答
し
た
翌
年
の
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
、
織
田
政
権
と
関
氏
の
関
係
は

大
き
く
転
換
す
る
。
信
長
が
伊
勢
を
攻
め
た
際
、
当
主
関
盛
信
が
な
か
な

か
帰
順
し
な
か
っ
た
こ
と
や
、
神
戸
家
に
養
子
入
り
し
て
い
た
信
孝
を
軽

ん
じ
る
盛
信
の
態
度
が
問
題
と
さ
れ
、
そ
れ
が
信
長
の
勘
気
を

蒙

り
、

こ
う
む
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近
江
国
日
野
（
滋
賀
県
蒲

生
郡
日
野
町
）
の
蒲
生
家

に
預
け
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
ら
し
い
（
史

～

）
。

891

895

翌
二
年
（
一
五
七
四
）
正

月
に
は
関
盛
信
と
懇
意
で

あ
っ
た
神
戸
家
当
主
具
盛

も
信
長
に
よ
っ
て
日
野
で
突
然
隠
居
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
具
盛
は
盛
信
の

子
勝
蔵
を
養
子
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
（
「
北
畠
物
語
」「
勢

州
軍
記
」
な
ど
）
、
旧
来
こ
の
地
域
で
勢
力
を
も
っ
て
い
た
両
家
の
結
び

つ
き
を
警
戒
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

蒲
生
家
は
、
も
と
は
六
角
氏
の
麾
下
で
あ
っ
た
が
、
永
禄
十
一
年
（
一

き

か

五
六
八
）
の
信
長
に
よ
る
近
江
国
侵
攻
時
に
信
長
方
に
従
い
、
翌
年
（
一

五
六
九
）
の
信
長
の
伊
勢
大
河
内
城
攻
め
に
も
参
加
し
て
い
た
（
「
信
長

お

か

わ

ち

記
」
）。
同
じ
六
角
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
た
め
か
、
ま
た
関
盛
信
の
妻
が

蒲
生
賢
秀
の
姉
妹
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
関
氏
は
蒲
生
家
の
も
と
に
預

か
た
ひ
で

け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
写
真

）。

157

で
は
、
蒲
生
家
の
も
と
で
の
関
氏
の
生
活
は
い
か
が
な
も
の
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
「
北
畠
物
語
」
や
「
勢
州
軍
記
」
な
ど
の
軍
記
物
に
は
、
関
氏

が
蒲
生
家
に
預
け
ら
れ
家
臣
は
す
べ
て
浪
人
に
な
っ
た
も
の
の
、
葉
若
九

は

わ

か

郎
左
衛
門
な
ど
は
日
野
へ
供
を
し
て
、
自
ら

薪

を
拾
い
水
を
汲
む
な
ど

た
き
ぎ

忠
臣
ぶ
り
を
発
揮
し
た
と
い
う
逸
話
が
載
っ
て
い
る
（
史

～

）
。
葉

888

892

若
九
郎
左
衛
門
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
安
土
町
に
あ
る
慈
恩

寺
の
過
去
帳
の
天
正
六
年
の
項
に
「
正
糺
宗
覚

三
月
八
日

勢
州
関
殿

内
羽
若
九
郎
右
衛
門
」
と
そ
の
名
が
あ
り
、
存
在
が
確
認
さ
れ
る
（
史

）。

907

葉
若
氏
は
関
氏
と
と
も
に
近
江
に
移
り
、そ
の
地
で
死
去
し
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
関
氏
は
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
近
江

に
移
っ
た
翌
年
の
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
八
月
、
対
越
前
一
向
一
揆
の

戦
場
か
ら
敵
前
逃
亡
し
近
江
国
甲
賀
を
目
指
し
て
い
た
樋
口
直
房
を
捕
ら

え
た
こ
と
に
よ
り
、
関
盛
信
は
信
長
か
ら
褒
賞
さ
れ
て
い
る
（
史

）
。

897

写真157 関盛信の花押（瑞光寺所蔵）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/09/gi.htm?pf=1270sh157.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F157 %E9%96%A2%E7%9B%9B%E4%BF%A1%E3%81%AE%E8%8A%B1%E6%8A%BC%EF%BC%88%E7%91%9E%E5%85%89%E5%AF%BA%E6%89%80%E8%94%B5%EF%BC%89
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ま
た
、
盛
信
の
子
四
郎
に
対
し
て
も
、
羽
柴
秀
吉
が
同
様
に
賞
し
て
い
る

（
史

）
。
以
上
の
事
柄
か
ら
考
え
る
と
、
関
氏
は
蒲
生
氏
の
も
と
で
軟

898

禁
さ
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
一
定
の
家
臣
を
引
き
連
れ
多
少
の
軍
事

行
動
は
行
な
え
る
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る

な
ら
ば
、
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
七
月
に
奥
盛
興
（
鹿
伏
兎
左
京
太
夫
）

も
り
お
き

が
関
盛
信
の
も
と
に
仕
官
し
た
と
い
う
話
や
、
後
述
の
天
正
二
年
に
関
盛

忠
が
蒲
生
氏
と
と
も
に
長
島
に
出
陣
し
戦
死
し
た
と
い
う
話
（
史

）
も

903

容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。

な
お
、
関
盛
信
は
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
四
月
に
赦
さ
れ
て
亀
山

ゆ
る

城
を
与
え
ら
れ
、
再
び
織
田
信
孝
付
き
に
な
る
。
こ
れ
は
、
こ
う
し
た
戦

争
で
の
忠
節
が
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、
後
述
の
よ
う
に
、
同
年
予
定
さ

れ
て
い
た
四
国
攻
め
の
関
連
な
ど
か
ら
で
あ
ろ
う
。

長
島
一
向
一
揆
と
亀
山
の
領
主
た
ち

亀
山
の
領
主
た
ち
の
織
田
政
権
へ

の
奉
公
は
、
具
体
的
に
は
軍
役
と
い
う
織
田
政
権
の
天
下
統
一
戦
争
へ
の

ぐ
ん
や
く

出
兵
が
主
と
な
る
。
伊
勢
国
の
在
地
領
主
が
ど
の
よ
う
に
天
下
統
一
戦
争

に
参
加
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
格
的
な
織
田
政
権
の
戦
争
へ

の
参
加
の
始
ま
り
は
、
元
亀
二
年
～
天
正
二
年
（
一
五
七
一
～
一
五
七
四
）

に
わ
た
る
長
島
一
向
一
揆
攻
め
で
あ
ろ
う
。

信
長
は
こ
の
こ
ろ
、浅
井
氏
・
朝
倉
氏
・
三
好
三
人
衆
と
戦
っ
て
い
た
。

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
朝
倉
義
景
を
討
つ
た
め
近
江
国
に
出
兵
し
大
敗

す
る
が
、
朝
倉
・
浅
井
連
合
軍
を
姉
川
（
滋
賀
県
長
浜
市
）
で
破
る
な
ど

そ
の
後
盛
り
返
す
。
こ
こ
に
本
願
寺
が
参
戦
し
て
浅
井
・
朝
倉
・
三
好
三

人
衆
と
連
携
し
、
対
信
長
戦
争
が
展
開
さ
れ
た
。

本
願
寺
宗
主
顕
如
は
、
諸
国
の
浄
土
真
宗
の
僧
侶
・
門
徒
た
ち
に
対
織

け
ん
に
ょ

田
信
長
と
の
戦
争
へ
の
参
加
を
要
請
す
る
檄
文
（
自
分
の
信
義
を
述
べ
て
、

げ
き
ぶ
ん

衆
人
に
告
げ
る
触
れ
）
を
発
し
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
本
願
寺
の
一
族

寺
院
で
東
海
地
域
の
浄
土
真
宗
の
拠
点
で
あ
っ
た
長
島
願
証
寺
も
本
山
と

行
動
を
と
も
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。願
証
寺
を
中
心
に
一
揆
が
形
成
さ
れ
、

同
年
一
揆
は
信
長
の
弟
信
興
の
守
る
尾
張
小
木
江
城
（
愛
知
県
愛
西
市
）

の
ぶ
お
き

こ

ぎ

え

を
攻
め
、
信
興
を
自
害
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
信
長
は
翌
二
年
（
一
五
七
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一
）
に
長
島
を
攻
撃
し
、
さ
ら
に
天
正
元
年
・
同
二
年
と
三
度
に
わ
た
る

長
島
攻
め
を
敢
行
し
た
。

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
に
浅
井
・
朝
倉
氏
を
滅
ぼ
し
た
信
長
は
、
翌

二
年
長
島
に
対
し
て
本
格
的
な
攻
撃
を
行
な
う
。
九
鬼
水
軍
な
ど
を
動
員

し
て
伊
勢
湾
を
海
上
封
鎖
し
、
一
揆
の
籠
る
長
島
城
を
は
じ
め
と
す
る
諸

こ
も

城
を
取
り
囲
ん
だ
。
そ
し
て
二
ヶ
月
半
の
包
囲
の
後
、
九
月
二
十
九
日
に

降
伏
を
し
て
籠
城
を
解
除
し
て
出
て
き
た
一
揆
を
一
斉
に
攻
撃
し
、
凄
惨

な
殺
戮
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
根
切
」
と
称
さ
れ
る
徹
底
的

さ
つ
り
く

な
殺
戮
に
よ
っ
て
一
揆
は
根
絶
し
た
（
播
磨
・
二
〇
一
〇
年
、
氷
上
町
所

蔵
文
書
・
「
信
長
記
」
他
）。

長
島
一
向
一
揆
は
僧
侶
・
門
徒
を
中
心
に
、
服
部
左
京
亮
な
ど
の
水
軍

す
け

を
率
い
る
尾
張
の
在
地
領
主
や
桑
名
周
辺
の
在
地
領
主
な
ど
で
構
成
さ
れ

て
い
た
。
長
島
一
向
一
揆
を
、
北
伊
勢
全
体
を
巻
き
込
む
惣
国
一
揆
と
理

そ
う
こ
く

解
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
北
伊
勢
の
在
地
領
主
た

ち
は
す
で
に
織
田
政
権
の
傘
下
と
な
っ
て
お
り
、
一
向
一
揆
に
与
し
た
の

さ

ん

か

く
み

は
長
島
周
辺
の
桑
名
郡
の
領
主
の
み
で
、
「
十
か
所
人
数
」
や
「
北
方
一

揆
」
と
い
う
よ
う
な
当
時
北
伊
勢
で
有
力
な
在
地
領
主
た
ち
の
ほ
と
ん
ど

は
、
一
揆
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
は
亀
山
市
域
の
領
主
た
ち
は
ど
う
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
勢
州
軍
記
」
や
「
勢
州
四
家
記
」
な
ど
の
軍
記
物
や
「
亀
山
録
」
な
ど

の
後
世
の
編
さ
ん
物
に
は
、
一
向
一
揆
と
の
戦
い
で
関
四
郎
盛
忠
・
峯
八

郎
四
郎
・
峯
筑
前
守
・
鹿
伏
兎
六
郎
四
郎
ら
が
戦
死
し
た
と
記
し
て
い
る

（
史

～

）
。
彼
ら
は
信
孝
軍
と
し
て
参
戦
し
、
一
揆
方
で
は
な
く
織

900

904

田
方
で
あ
っ
た
。
他
の
同
時
代
史
料
が
な
い
の
で
信

憑
性
の
問
題
は
あ

し
ん
ぴ
ょ
う

る
が
、
当
時
関
や
峯
が
信
孝
配
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
彼
ら
の
動
員
は
当
然

で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
以
降
、
関
四
郎
の
名
も
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、

そ
の
後
次
男
一
政
が
盛
信
の
跡
を
継
い
で
い
る
こ
と
か
ら
も
信
頼
し
て
よ

い
で
あ
ろ
う
（
史

～

）。
な
お
、「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
で
は
、
関
四

931

936

郎
盛
忠
の
戦
死
を
七
月
七
日
と
し
て
い
る
が
（
史

）
、
前
述
の
よ
う
に

904

関
盛
信
・
盛
忠
親
子
は
天
正
二
年
八
月
に
、
樋
口
直
房
を
捕
ら
え
て
信
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長
・
秀
吉
か
ら
褒
賞
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
（
史

・

）
、
七

897

898

月
に
は
ま
だ
盛
忠
は
存
命
で
あ
り
、
そ
の
後
す
ぐ
に
長
島
に
参
陣
し
て
討

ち
死
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

「
勢
州
軍
記
」・
「
勢
陽
雑
記
」・
「
亀
山
録
」
な
ど
に
は
、
峯
氏
は
八
郎

四
郎
が
戦
死
し
、
弟
与
八
郎
が
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
峯
城
に
信
孝
家
臣
の

岡
本
良
勝
が
入
部
し
た
と
あ
る
が
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
以
前
の
良

勝
の
動
向
は
明
確
で
な
い
の
で
そ
の
実
否
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
に
伊
勢
の
領
主
が
亡
く
な
り
後
継
者
を
十
分
に
立
て
ら
れ
な
け
れ

ば
、
織
田
政
権
が
介
入
し
領
地
は
没
収
さ
れ
他
の
者
が
そ
の
地
域
を
支
配

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
関
盛
信
の
謹
慎
な
ど
も
含
め
て
、
亀

山
の
領
主
た
ち
も
織
田
政
権
下
で
は
た
え
ず
織
田
政
権
と
の
関
係
を
う
ま

く
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
必
ず
し
も
安
定
し
た
状
況
に
は
な
か
っ
た
。

長
島
一
向
一
揆
撲
滅
後
、北
伊
勢
五
郡
（
桑
名
郡
・
員
弁
郡
・
朝
明
郡
・

三
重
郡
・
鈴
鹿
郡
の
一
部
）
は
織
田
信
長
の
重
臣
滝
川
一
益
の
支
配
下
と

か
ず
ま
す

な
り
、
一
益
は
長
島
城
に
入
城
し
た
（
『
四
日
市
市
史
』
第
十
六
巻
通
史

編
中
世
）
。
そ
し
て
、
従
来
通
り
鈴
鹿
郡
の
現
亀
山
市
域
に
当
た
る
部
分

や
河
曲
郡
は
神
戸
信
孝
が
管
轄
し
た
よ
う
で
あ
る
（
「
当
代
記
」
）。

か

わ

わ

四
国
攻
め
へ
の
動
員

天
下
統
一
を
進
め
る
織
田
信
長
は
、
中
国
攻
め
、

さ
ら
に
甲
州
攻
め
を
行
な
っ
て
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
三
月
に
武
田
勝

頼
を
滅
ぼ
す
。
そ
し
て
五
月
に
四
国
攻
め
を
企
て
、
四
国
攻
め
の
総
大
将

は
三
男
神
戸
信
孝
が
命
じ
ら
れ
る
。

天
正
十
年
五
月
七
日
付
の
神
戸
信
孝
宛
の
織
田
信
長
朱
印
状
（
史

）
913

で
は
、
信
長
は
讃
岐
国
（
香
川
県
）
を
信
孝
に
申
し
付
け
る
こ
と
を
述
べ
、

そ
こ
で
は
「
国
人
等
忠
否
を
相
糺
し
、
立
ち
置
く
の

輩

は
こ
れ
を
立
ち

こ
く
じ
ん

あ
い
た
だ

や
か
ら

置
き
、
追
却
す
べ
き

族

は
こ
れ
を
追
却
し
、
政
道
以
下
堅
く
こ
れ
を
申

や
か
ら

し
付
く
べ
し
」
と
命
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
四
国
を
信
孝
に
与
え
る
の
に

際
し
、
在
地
領
主
で
あ
る
国
人
に
信
孝
へ
の
忠
節
の
実
否
を
糺
し
て
任
用

す
る
か
追
放
す
る
か
を
決
め
て
、
命
令
な
ど
申
し
付
け
る
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
四
国
攻
め
に
際
し
て
伊
勢
国
の
領
主
た
ち
も
織
田

政
権
へ
の
忠
節
が
確
か
め
ら
れ
て
動
員
さ
れ
た
。
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さ
ら
に
、
神
戸
慈
円
院
正
以
の
書
状
（
史

）
で
は
、
こ
の
四
国
攻
め

914

は
か
ね
が
ね
信
孝
が
希
望
し
て
い
た
も
の
で
、
信
孝
は
阿
波
の
三
好
康
長

の
養
子
に
な
ろ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
表
向
き
の
こ
と
で
、

内
実
は
四
国
を
織
田
政
権
の
も
と
に
制
圧
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

と
述
べ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
伊
勢
国
で
の
旧
勢
力
の
北
畠
・
神
戸
・
長
野

氏
ら
に
対
し
た
や
り
方
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
状
で
は
、
信
孝
領
の

一
五
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
の
名

主
・
百
姓
を
動
員
し
て
、
ま
た
諸
牢
人

み
ょ
う
し
ゅ

し
ょ
ろ
う
に
ん

（
主
家
を
失
い
封
禄
を
失
っ
た
武
士
）
や
、
関
盛
信
・
一
政
親
子
、
千
草

方
・
阿
野
・
草
沢
・
野
呂
、
北
方
萩
原
殿
・
栗
原
殿
・
桑
名
伊
東
、
三
之

尾
方
な
ど
の
伊
勢
の
領
主
た
ち
、
さ
ら
に
伊
賀
衆
・
甲
賀
衆
、
そ
し
て
紀

伊
国
の
雑
賀
衆
ら
が
四
国
攻
め
に
参
加
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
は

さ

い

か

信
孝
は
「
一
夜
に
大
名
に
御
成
り
候
」
と
記
さ
れ
、
信
孝
が
中
心
と
し
た

初
め
て
の
軍
事
行
動
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
長
島
一
向
一
揆
や

他
の
戦
闘
な
ど
で
、信
孝
に
伊
勢
の
領
主
た
ち
動
員
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、

あ
く
ま
で
も
信
長
の
指
示
の
も
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
四
国
攻
め
は
、
信

孝
が
伊
勢
国
北
・
中
部
を
統
治
す
る
大
名
と
し
て
、
在
地
の
領
主
た
ち
や

百
姓
な
ど
を
動
員
し
て
行
う
重
要
な
出
兵
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
信
孝
の
力
量
が
試
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
先
の
信
長
朱
印
状

に
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
支
え
る
伊
勢
国
の
領
主
た
ち
の
忠
節
の
確
認
が

必
要
で
あ
っ
た
。

関
親
子
は
「
北
畠
物
語
」
な
ど
の
軍
記
物
で
は
、
前
月
の
四
月
に
赦
免

し
ゃ
め
ん

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
史
料
の
記
載
と
も
一
致
す
る
。
さ
ら
に
「
北
畠
物

語
」
や
「
勢
州
軍
記
」
な
ど
で
は
（
史

・

）
、「
神
戸
・
亀
山
・
国
府
・

916

917

鹿
伏
兎
之
勢
」
を
一
万
五
〇
〇
〇
人
を
そ
ろ
え
て
、
五
月
上
旬
に
神
戸
（
鈴

鹿
市
）
を
出
発
し
て
十
一
日
に
摂
津
国
住
吉
（
大
阪
市
）
に
到
着
し
た
と

い
う
。

こ
う
し
て
、
伊
勢
国
の
領
主
た
ち
は
織
田
信
孝
軍
と
し
て
四
国
攻
め
に

動
員
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
信
孝
が
伊
勢
国
の
領
主
や
百
姓
ら
を
率

い
て
、
自
ら
の
存
在
を
誇
示
す
る
重
要
な
出
兵
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
六
月
二
日
に
本
能
寺
の
変
が
起
こ
り
信
長
は
死
去
し
、
出
兵
は
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取
り
止
め
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
四
国
へ
渡
る
こ
と
な
く
堺
に
滞
在
し
て
そ

の
後
の
動
静
を
み
て
過
ご
す
こ
と
と
な
る
。

第
三
項

織
田
政
権
下
の
亀
山

織
田
政
権
と
伊
勢
国
の
検
地

織
田
政
権
期
の
亀
山
市
域
の
在
地
の
様

相
を
示
す
も
の
は
、
伊
勢
神
宮
関
係
史
料
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
当
時
の
亀
山
の
様
子
は
わ
か
ら
な
い
。
織
田

政
権
と
い
う
強
力
な
権
力
に
よ
っ
て
伊
勢
国
で
は
厳
し
い
民
衆
支
配
も

な
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
具
体
的
な
民
衆
政
策
も
不
明
で
あ
る
。

豊
臣
秀
吉
が
全
国
的
に
実
施
し
た
太
閤
検
地
の
よ
う
に
、
年
貢
賦
課
の

た
め
の
各
土
地
の
面
積
・
収
穫
高
や
耕
作
者
の
調
査
が
行
な
わ
れ
た
可

能
性
も
あ
る
。
織
田
政
権
は
近
江
国
（
滋
賀
県
）
や
越
前
国
（
福
井
県
）

で
は
、
制
圧
後
に
検
地
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
伊
勢
国
で
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
伊
勢
国
で
は
織
田
政
権
に
よ
る
検
地
関
係
史
料
は

伝
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
後
世
の
軍
記
物
な
ど
に
は
、
検
地
の
記

載
が
み
え
る
。
た
と
え
ば
、
「
北
畠
物
語
」
で
は
、
滝
川
一
益
が
長
島
に

か
ず
ま
す

入
城
し
て
、
「
一
益
始
メ
テ
検
地
を
入
レ
諸
士
ノ
領
分
ヲ
改
ム
、
其
後
諸

家
是
ニ
習
ヒ
、
諸
方
ニ
検
地
ヲ
沙
汰
ス
」
と
あ
っ
て
、
滝
川
が
検
地
を

行
な
っ
て
、
こ
れ
が
他
の
伊
勢
の
地
域
で
も
広
が
っ
て
い
っ
た
と
記
し

て
い
る
。
ま
た
、
神
戸
信
孝
も
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
神
戸
家
の
当

主
に
就
任
す
る
と
、
「
神
戸
分
ニ
検
地
ヲ
入
レ
、
神
戸
侍
ノ
領
知
ヲ
減
シ

テ
尾
張
侍
ニ
玉
フ
。
故
ニ
神
戸
ノ
諸
侍
百
廿
人
流
浪
ス
」（
「
北
畠
物
語
」）

と
み
え
、
検
地
を
し
て
旧
神
戸
家
家
臣
た
ち
の
所
領
を
減
ら
し
て
信
孝
の

家
臣
に
与
え
た
た
め
、
神
戸
家
家
臣
一
二
〇
人
が
流
浪
し
た
と
い
う
。

北
畠
の
養
子
と
な
っ
た
信
雄
も
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
に
検
地
を

行
な
っ
た
と
、
江
戸
時
代
前
期
の
編
さ
ん
物
の
「
当
代
記
」
に
記
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
後
世
の
軍
記
物
や
編
さ
ん
物
に
は
、
検
地
の
実



- 12 -

施
を
記
す
が
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
「
当
代
記
」
が
記
載
す
る
信
雄
の
検

地
に
し
て
も
、
「
十
万
石
」
と
い
う
石
高
が
示
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
信

雄
が
天
正
十
年
代
に
伊
勢
国
で
行
な
っ
た
検
地
が
貫
高
記
載
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
こ
の
記
載
の
信
憑
性
も
疑
わ
し
い
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
記

載
か
ら
み
る
と
、
太
閤
検
地
の
よ
う
に
、
検
地
奉
行
が
派
遣
さ
れ
て
一

つ
ひ
と
つ
の
土
地
を
詳
細
に
調
査
を
し
た
も
の
で
は
な
く
、
各
領
主
の

領
地
の
詳
細
を
差
し
出
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

後
世
の
軍
記
物
な
ど
で
は
、
織
田
政
権
は
旧
来
の
領
主
の
所
領
を
減

少
を
さ
せ
た
り
、
没
収
さ
せ
た
り
し
た
こ
と
を
記
す
が
、
帰
順
し
た
伊

勢
国
の
在
地
の
領
主
た
ち
に
対
し
て
は
、
基
本
的
に
従
来
有
し
て
い
る

所
領
の
権
益
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
本

領
安
堵
を
行
な
っ
て
い
る
。
た
と

ほ
ん
り
ょ
う
あ

ん

ど

え
ば
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
十
月
二
十
三
日
、
織
田
信
長
が
北
伊

勢
の
朝
明
郡
の
領
主
萱
生
弥
三
郎
に
与
え
た
朱
印
状
（
『
思
文
閣
古
書
資

あ

さ

け

か

よ

う

料
目
録
』
所
載
文
書
）
で
は
、
「
そ
の
方
本
知
・
買
得
、
家
来
等
先
規
の

ご
と
く
当
知
行
の
旨
に
任
せ
相
違
有
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
」
と
、

萱
生
の
本
来
の
所
領
や
買
い
取
っ
た
領
地
や
家
来
な
ど
、
従
来
の
よ
う

に
現
在
の
支
配
ど
お
り
相
違
し
な
い
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
彼
ら
の
直
轄
領
や
代
官
支
配
な
ど
で
は
、
前
時
代
の
戦
国
時
代
と

大
き
な
変
化
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
織
田
政
権
が
登
場
し
て
も
村
々
の
様
子
は
大
き
く
変
わ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
前
項
の
四
国
攻
め
で
の
名
主
・

百
姓
の
動
員
が
あ
る
な
ど
、
人
夫
役
な
ど
の
徴
発
や
ま
た
織
田
政
権
の

臨
時
課
税
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
百
姓
た
ち
の
負
担
も
大
き
い
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
必
ず
し
も
百
姓
た
ち
も
楽
な
生
活
で
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。

織
田
政
権
下
の
神
宮
領

そ
れ
で
は
次
に
織
田
政
権
期
の
亀
山
市
域
の

伊
勢
神
宮
領
を
み
て
い
き
た
い
。

こ
の
時
期
の
亀
山
市
域
の
伊
勢
神
宮
領
関
連
の
史
料
と
し
て
は
、
皇こ

う

大
神
宮
（
内
宮
）
の
領
地
を
書
き
並
べ
た
「
内
宮
神
領
本
水
帳
」（
史

）

た
い
じ
ん
ぐ
う

な
い
く
う

1020

と
、
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）
の
領
地
を
書
き
並
べ
た
「
外
宮
神
税
帳
」（
史

と
よ
う
け
だ
い
じ
ん
ぐ
う

げ

く

う
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）
が
あ
る
。
織
田
政
権
と
い
う
新
勢
力
の
登
場
に
応
じ
て
、
神
宮
で
は

909そ
の
領
地
を
保
全
す
る
よ
う
に
、
領
地
の
書
き
上
げ
を
作
成
し
て
い
た
。

「
内
宮
神
領
本
水
帳
」
の
最
後
に
は
、
「
銭
米
合
六
百
八
拾
壱
石
七
升
五

合
六
勺
に
て
候
」
と
内
宮
領
か
ら
の
合
計
額
が
記
さ
れ
、
続
け
て
「
天
正

七
年
十
一
月
五
日
滝
川
殿
へ
の
時
月
日
付
」
と
記
さ
れ
る
。
滝
川
一
益
は

織
田
家
の
重
臣
で
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
ご
ろ
に
は
長
島
城
（
桑
名

市
長
島
町
）
に
入
城
し
、
北
伊
勢
五
郡
（
桑
名
郡
・
員
弁
郡
・
朝
明
郡
・

い

な

べ

あ

さ

け

三
重
郡
・
鈴
鹿
郡
の
一
部
）
を
支
配
下
に
入
れ
て
い
た
。
一
益
は
こ
う
し

た
北
伊
勢
支
配
の
一
環
と
し
て
、
神
宮
領
の
書
上
げ
を
受
け
取
っ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
神
宮
領
関
係
の
史
料
に
は
亀
山
市
域
の
地
名

が
多
く
登
場
す
る
。

「
内
宮
神
領
本
水
帳
」
に
は
「
わ
た
」（
四
日
市
市
和
無
田
町
）
や
、「
下

わ

ん

だ

大
久
ほ
」（
鈴
鹿
市
下
大
久
保
町
）
、
「
を
き
す
」（
同
小
岐
須
町
）
、「
ふ
か

お

ぎ

す

み
そ
」
（
同
深
溝
町
）
、
「
ひ
ろ
せ
」
（
同
広
瀬
町
）
、
「
と
み
た
」
（
同
中
冨

田
町
・
西
冨
田
町
）
、「
せ
う
の
」（
同
庄
野
町
）
、「
は
ち
の
」（
同
八
野
町
）

な
ど
亀
山
市
近
隣
の
旧
鈴
鹿
郡
域
の
地
名
は
も
ち
ろ
ん
、「
お
お
た
」（
太

森
町
太
田
）
、「
み
ね
」（
川
崎
町
）
、「
あ
か
た
」（
川
崎
町
）
、「
か
め
山
」
、

「
ひ
る
う
」（
三
寺
町
・
中

庄

町
・
下

庄

町
）
、
「
木
下
」（
木
下
町
）

み
つ
で
ら

な
か
の
し
ょ
う

し
も
の
し
ょ
う

こ
の
し
た

と
い
っ
た
現
亀
山
市
内
の
地
名
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
地
は
、
天
正
期
以
前
か
ら
神
宮
領
の
存
在
が
確
認
で
き
る
も

の
が
多
い
。
深
溝
は
文
明
年
中
に
峯
氏
が
支
配
地
し
て
お
り
、
神
領
を
有

す
る
内
宮
と
の
間
で
交
渉
が
も
た
れ
て
い
た
（
「
氏
経
卿
引
付
」
）
。
同
様

う
じ
つ
ね
き
ょ
う
ひ
き
つ
け

の
地
は
鈴
鹿
郡
以
外
に
も
あ
る
。「
内
宮
神
領
本
水
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
、

河
曲
郡
と
三
重
郡
に
ま
た
が
る
、「
な
か
さ
は
」（
鈴
鹿
市
長
沢
）
は
長
野

か
わ

わ

氏
と
峯
氏
の
間
で
支
配
が
幾
度
か
交
替
し
た
地
で
あ
る
（
「
氏
経
卿
引

付
」
）
。こ
の
地
に
つ
い
て
も
、
文
明
年
中
に
神
宮
領
を
め
ぐ
っ
て
峯
氏
や
長

野
氏
と
内
宮
と
の
間
で
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
様
に
、
約
百
年
の
時
を

経
て
も
同
一
の
神
領
が
史
料
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
神
領
が
か
な
り
残
っ

て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
一
方
で
、
深
溝
や
長
沢
と
同
様
古
い
歴
史

を
持
ち
な
が
ら
「
内
宮
神
領
本
水
帳
」
な
ど
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
神
領
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も
多
い
。
亀
山
市
域
で
は
阿
野
田
、
野
村
、
安
楽
、
豊
田
で
あ
る
。
そ
の

た
め
鈴
鹿
郡
は
滝
川
氏
の
管
轄
で
は
な
く
、
神
戸
信
孝
の
管
轄
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
「
当
代
記
」・
「
勢
陽
雑
記
」・
『
四
日
市
市
史
第
十
六

巻
通
史
編
中
世
』
）。

他
に
、「
み
ね
領
」
と
い
っ
た
記
載
が
興
味
深
い
。「
領
」
の
記
載
は
「
外

宮
神
税
帳
」
の
鈴
鹿
郡
の
部
分
に
も
見
ら
れ
、「
七
拾
四
石
二
斗

嶺
領
、

五
貫
九
百
文
今
者
米
成

同
、
弐
拾
弐
石
九
斗

亀
山
領
」
と
記
載
さ
れ

る
。

神
宮
領
と
関
・
峯
両
氏

「
外
宮
神
税
帳
」
が
作
成
さ
れ
て
十
二
年
後

の
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
、
年
貢
が
入
っ
て
こ
な
く
な
っ
た
神
宮
領

を
書
き
上
げ
た
文
書
が
作
成
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
「
嶺
領
」

の
内
実
を
う
か
が
え
る
。
内
宮
と
外
宮
を
統
括
す
る
地
位
に
あ
る
祭
主
の

領
地
を
示
し
た
「
祭
主
領
不
納
地
注
文
写
」
（
史

）
に
は
「
北
伊
勢
峯

1110

之
内
原
之
庄
分
」
と
い
う
表
現
や
、
「
同
所
散
在
」
と
い
っ
た
表
現
が
あ

る
。
原
は
「
峯
之
内
」
と
認
識
さ
れ
る
土
地
で
あ
り
、
「
峯
之
内
」
に
は

神
領
が
「
散
在
」
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
じ
く
天
正
十
九
年
に
作
成
さ

れ
た
「
内
宮
領
不
知
行
地
注
文
」
（
史

）
を
み
る
と
「
原
斗

八
ヶ
年

1109

已
来
不
納
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
以
前
、
原

に
内
宮
領
が
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
、
「
内
宮
神
領
本
水

帳
」
に
原
の
記
載
は
な
い
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
原
の
神
領
は
「
内

宮
神
領
本
水
帳
」
で
は
「
嶺
領
」
と
い
う
記
載
で
一
括
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
「
嶺
領
」
と
「
亀
山
領
」
と
は
、
そ
の
名
称
か
ら
し

て
峯
城
と
亀
山
城
と
い
う
支
配
の
拠
点
に
付
随
す
る
領
地
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
関
氏
が
「
亀
山
殿
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
類
推
す
る
と
、
も

と
も
と
峯
氏
や
関
氏
が
管
轄
し
て
い
た
領
域
を
こ
の
様
に
呼
称
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
蒲
生
氏
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い

た
関
氏
と
内
宮
と
の
間
で
何
ら
か
の
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り

（
神
宮
文
庫
蔵
「
荒
木
田
氏
晴
神
主
雑
記
」
）、
関
氏
が
い
な
く
な
っ
た
こ

の
時
期
で
あ
っ
て
も
従
来
の
枠
組
み
が
何
ら
か
の
形
で
生
き
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
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織
田
政
権
と
関
所

織
田
政
権
期
に
な
る
と
、
鈴
鹿
の
関
に
関
す
る
史
料

は
ほ
と
ん
ど
み
え
な
く
な
り
、
古
代
以
来
の
鈴
鹿
の
関
が
ど
の
よ
う
に
な

っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
・
翌
四

年
、
正
親
町
天
皇
が
近
江
国
の
山
中
氏
俊
に
、
鈴
鹿
路
の
警
固
を
行
な
う

お
お
ぎ
ま
ち

こ
と
を
命
じ
て
い
る
（
史

・

）
。
山
中
氏
は
鎌
倉
時
代
以
来
伊
勢
神

905

906

宮
の
奉
幣
使
の
上
下
向
・
斎
宮
へ
の
行
列
な
ど
、
朝
廷
の
通
行
に
関
し
て

さ
い
く
う

警
固
役
を
担
っ
て
お
り
、
天
正
年
間
に
な
っ
て
も
そ
の
関
係
は
存
続
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
鈴
鹿
関
も
維
持
さ
れ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

一
方
、
永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）
八
月
、
伊
勢
国
に
出
陣
し
た
織
田

信
長
は
、
諸
関
で
の
関
銭
徴
収
を
禁
止
し
て
い
る
（
史

）
。
信
長
は
永

886

禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
に
上
洛
後
に
、
自
ら
の
領
国
で
の
諸
関
の
関
銭

徴
収
を
禁
止
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
天
正
三
年
に
は
越
前
国
（
福
井
県
）

で
諸
関
を
撤
廃
し
、
同
十
年
の
甲
州
攻
め
後
の
甲
斐
（
山
梨
県
）
・
信
濃

（
長
野
県
）
両
国
で
の
関
銭
徴
収
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
織

田
政
権
の
統
治
す
る
地
域
で
は
、
関
銭
の
徴
収
の
禁
止
や
諸
関
の
撤
廃
が

行
な
わ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
鈴
鹿
関
も
そ
の
影
響
を
受
け
、
ほ
と
ん
ど

機
能
し
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

信
長
が
関
所
の
撤
廃
や
関
銭
徴
収
を
禁
止
し
た
の
は
、
「
御
憐
愍
（
あ

ご

れ
ん
び
ん

わ
れ
む
こ
と
）
の
儀
」（
『
信
長
記
』）
で
「
往
還
旅
人
の
た
め
」（
史

）
886

を
思
っ
て
行
な
っ
た
も
の
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
桑
名
と
日
永
（
四
日
市

市
）
の
間
に
は
、
六
〇
か
所
の
関
が
設
け
て
い
た
と
さ
れ
（
某
書
状
断
簡

『
輯
古
帖
』
所
収
文
書
）
、
旅
人
は
関
ご
と
に
関
銭
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、「
往
還
の

煩

い
」
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
関
所
で
の
諸
課

わ
ず
ら

税
や
関
所
を
撤
廃
す
る
こ
と
は
、流
通
を
促
進
さ
せ
る
政
策
で
も
あ
っ
た
。

当
時
、
特
権
的
な
商
業
組
織
で
あ
る
座
は
、
物
品
の
流
通
路
支
配
も
掌
握

し
、
座
に
属
さ
な
い
新
儀
商
人
た
ち
の
荷
物
を
流
通
路
や
関
な
ど
で
差
し

押
さ
え
た
り
し
た
。
関
は
こ
う
し
た
座
と
の
関
連
で
流
通
を
制
限
さ
せ
る

存
在
で
も
あ
っ
た
。

天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
安
芸
国
（
広
島
県
）
の
戦
国
大
名
毛
利
輝
元

あ

き
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の
家
臣
玉
木
吉
保
は
、
伊
勢
参
宮
を
行
な
う
た
め
、
京
都
か
ら
近
江
安
土

よ
し
や
す

城
を
見
物
し
、
鈴
鹿
路
を
経
て
伊
勢
に
到
着
し
た
（
史

）
。
こ
の
時
「
上

912

方
は
関
も
無
く
何
の
障
り
も
無
し
」
と
記
し
て
お
り
、
通
行
の
障
害
も
な

さ
わ

く
、
関
自
体
も
減
少
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
織
田
信
長
の
政
策
に
よ
り
関
所
は
み
え
な
く
な
り
、
鈴

鹿
の
関
も
そ
の
存
在
は
薄
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
旅
人
た
ち
の
往
還
は

自
由
と
な
り
、
伊
勢
参
宮
も
盛
ん
に
な
り
、
鈴
鹿
路
も
往
き
来
る
人
た
ち

で
賑
わ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。


